
 

二戸市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況 

点検・評価分析シート 

 

主要事業 教育振興運動の推進等 

担当課等 生涯学習課 事業名称 ４ 社会教育の充実 

項目名称 (1) 教育振興運動を基盤とした教育力の向上－① 

①
事
務
事
業
概
要 

実 施 根 拠 法 令 
社会教育法第５条 教育基本法第13条 二戸市社会教育団体補助金交付要綱 

二戸市社会教育指導員の設置等に関する規則 

実 施 方 法 ■直接実施  □業務委託  ■補助金交付  □その他（    ） 

事 業 費 内 訳 ■国庫補助  □県単  ■一般財源    ■その他（地域づくり人づくり基金） 

対象（～に対して） 小中学生及びその家庭 市社会教育団体 

目的（目指すべき姿）  学校、家庭、地域住民及び行政等の関係者が、教育におけるそれぞれの役割と責任を自覚しながら連携・協

力に努め、自主的で創造性に富む心豊かな人間を育成する。また、生きていくために学ぶべき課題をテーマに

した講座の実施など、将来の地域を担う子どもたちがたくましく心豊かに育つような体験・交流の機会を提供

する。 

事 業 内 容 

（平成２７年度） 

１ 教育振興運動の推進（集約集会の開催、「家庭教育の手引き」配付等） 

２ 体験的・交流活動の提供（放課後子ども教室、槻陰舎きぼう塾） 

３ 社会教育団体の支援（６団体への補助金交付） 

４ 指導体制の充実 

②
事
業
実
績
・
効
果 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

事 業 の 実 績 1 家庭教育学級開催数 回 48 45 43 44 45 

2 家庭教育講演会開催数 回 1 1 1 1 1 

3 子ども教室実施箇所数 カ所  6 6 6 6 6 

4 槻陰舎きぼう塾年間開催数 回 5 5 5 5 5 

5 補助金交付団体数 団体 6 6 7 7 6 

6 推進センター研修参加者数 人 16 25 13 32 36 

事 業 効 果 1 集約集会参加者数 人 109 150 117 140 137 

2 子ども教室利用者数（延べ） 人 11,283 13,542 17,122 19,846 18,255 

3 槻陰舎きぼう塾参加者数（延べ） 人 565 431 456 487 1,231 

③
事
業
費 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

決  算  額 千円 7,693 8,057 8,227 8,543 9,091 

④
事
業
評
価 

総 

括
（
成
果
と
課
題
） 

【教育振興運動の推進】 

１．27年度の集約集会は市PTA研究大会との合同開催の２年目であり、県北教育事務所教育振興運動地域課題支援事業として実施

し、教育振興運動の基本理念や全県共通課題の取組みについて理解を深めた。 

２．27年度は『家庭教育の手引き』を増刷し啓発態勢を整えた。 

３．24年度から27年度まで活用していた国庫委託事業（10/10）が終了。28年度は新たな国庫委託事業で実施しているが29年度

の財源として活用できるか不透明であり、財源の確保が課題である。 

【体験的・交流活動の提供】 

１．子ども教室の利用者数は減少したが申込者数は横ばいであり、広く認知されてきていることが伺える。人員や設備の面で子ど

も一人ひとりに対してのきめ細かな対応が困難となっている教室もある。27年度は児童クラブの対象学年が一部拡充、二戸西児

童クラブが開設され、二戸西小学校では市内で唯一、子ども教室と児童クラブが一体型で運営されている。 

 ２．槻陰舎きぼう塾では、世界の子どもの状況が理解できる映画の上映や著名人による九戸城に関する講演や郷土学習・大学訪問

など、将来を考え地域を学び愛着を深める機会を提供し、参加者からも好評であった。また、中学生だけでなく、映画の上映は

小学校４～６年生を対象として行い、幅広い学年に学習機会の提供が図られた。全５回のうち、３回は土曜学習の他のメニュー

と併せて開催し、毎回ごとに参加者を募ったため参加機会が広がった。 

【社会教育団体の支援】 

 １．27年度は継続して活動支援をしている６団体に対し補助金を交付した。 

【指導体制の充実】 

 １．推進センターの研修については、広く学校や関係団体等への呼びかけを継続しており参加者がさらに増加し、資質向上が図ら

れた。 
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二戸市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況 

点検・評価分析シート 

 

主要事業 公民館各種講座の実施 

担当課等 市立公民館 事業名称 ４ 社会教育の充実 

項目名称 (1) 教育振興運動を基盤とした教育力の向上－② 

①
事
務
事
業
概
要 

実 施 根 拠 法 令 社会教育法 

実 施 方 法 ■直接実施  □業務委託  □補助金交付  □その他（    ） 

事 業 費 内 訳 □国庫補助  □県単  ■一般財源    □その他（    ） 

対象（～に対して） 市民 

目的（目指すべき姿）  生涯の各時期に対応する学習機会を充実し、住民の教養の向上、生活文化の振興、健康

の増進等に寄与する。 

事 業 内 容 

（平成２７年度） 

青少年教育、成人教育、女性教育、高齢者教育、芸術文化などに関する各種講座の実施 

②
事
業
実
績
・
効
果 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

事業の実績 1 講座の実施数 回 230 196 192 199 199 

2 現代的課題講座数 回 10 10 17 15 26 

事 業 効 果 1 講座参加数 人  延5,230  延4,419  延4,055  延4,365  延4,974 

2 
講座からサークル

への立ち上げ 
団体 1     

③
事
業
費 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

決  算  額 千円  1,551  1,570  1,545  1,444 1,607 

④
事
業
評
価 

総 

括
（
成
果
と
課
題
） 

 

１．社会の急激な変化に伴い市民の学習要求は年々多様化しており、教養の向上、健康の増進など、市民が生き

がいのある人生を送るため、様々な学習の機会を提供した。また、遠距離講座対象者に対しては、できる範囲

において送迎バスを運行し、講座参加の機会を提供している。 

市民の学習機会を充実させるために各種講座等の開催（花いっぱい講座・食育講座・スマートフォン講座、

介護のあり方についての講演や健康講座・ノルディックウォーキング・パークゴルフ等）、知識の習得、趣味、

健康の増進が図られ、楽しく参加者相互の交流ができるよう社会教育の施設として市民に活用してもらえるよ

う努めた。 

 

２．市民の学習要望を的確に把握し、少ない予算で最大の効果を出す努力が必要なため、職員による出前講座を

利用している。内容によっては、講座の募集人数を多くしないで、少人数でも参加者の満足度を満たす講座へ

の転換が必要と考え取り組んでいる。また、高齢化により参加者が減少傾向にあるため、今後より一層の工夫

が必要である。 

 

３．講座募集は、広報・チラシ・ポスター等で市民に周知している。また、参加者の意向を知るため、事業終了

後にはアンケートを回答してもらい次回の事業に反映させるよう努めている。 
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二戸市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況 

点検・評価分析シート 

 

主要事業 図書サービスの充実 

担当課等 図書館 事業名称 ４ 社会教育の充実 

項目名称 (1) 教育振興運動を基盤とした教育力の向上－③ 

①
事
務
事
業
概
要 

実 施 根 拠 法 令 図書館法第３条 

実 施 方 法 ■直接実施  ■業務委託  □補助金交付  □その他（    ） 

事 業 費 内 訳 □国庫補助  □県単  ■一般財源    □その他（  ） 

対象（～に対して） 市民 

目的（目指すべき姿） 図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して市民の利用に供し、その教養、

調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする 

事 業 内 容 

（平成２７年度） 

・図書館資料の貸出       ・ブックスタートの実施        ・窓口業務委託 

・移動図書館車の巡回      ・おはなしデビューの実施 

・各種講座の開催        ・開館時間の延長 

②
事
業
実
績
・
効
果 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

事業の実績 1 開館日数 日 245 275 287 282 285 

2 移動図書館車の運行 日 133 96 96 96 96 

3 各種講座等の開催 回 23 29 15 14 11 

4 ブックスタート事業 回 12 12 12 12 12 

5 おはなしデビュー事業 回     10 

6 読書感想文コンクール 回 1 1 1 1 1 

7 渡辺喜恵子展 回   1   

事 業 効 果 1 貸出人数 人  19,731 22,505 24,793 25,467 26,150 

2 貸出冊数 冊 65,909 86,688 89,219 91,700 96,095 

3 新規登録者数 人 617 726 720 568 528 

③
事
業
費 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

決  算  額 千円 1,022 1,765 2,180 1,882 23,253 

④
事
業
評
価 

総 

括
（
成
果
と
課
題
） 

１.図書館への関心を高め、より多くの市民に利用してもらえるよう展示・企画等を工夫した。利用者からも好評を

いただき、二戸市教育振興基本計画の数値目標である貸出冊数70,000冊を超え、貸出人数とともに増加した。 

２.貸出人数・冊数は増加したが、新規登録者数は減少した。7～9歳の児童と30代・40代の減少が目立っている。

児童については、児童数の減少が貸出人数の減に繋がっている。その他の世代については、機会をとらえて読書

の効用を伝え、利用促進につなげる必要がある。 

３.市民のニーズに応えるため、リクエストによる図書購入や県内図書館との相互貸借などにより、効率的な運営に

努めた。リクエスト件数は前年度の541件から688件に増加、予約件数は前年度2,007件から2,433件に増加し

た。 

４.郷土史講座、古典文学講座も昨年度に引き続き開催し、市民の学習欲求に応えた。手づくり絵本教室においては、

岩手県読書運動推進協議会主催の「手作り絵本」募集に応募し、最優秀賞1名、優秀賞2名が受賞した。 

５.幼児期から書に親しむ習慣を培い、読解力や思考力の育成につなげるため、地域活性化・地域住民生活等緊急支

援交付金を活用したおはなしデビュー事業を実施し、3 歳児健診時に絵本を配布した。今後もブックスタート事

業と併せて、書に親しむ習慣の定着を図っていく必要がある。 

６.二戸市民読書感想文コンクールは、読書推進に一定の目的を果たしたことから、平成 27 年度をもって終了とし

た。今後は全国読書感想文コンクール課題図書の整備等でコンクール参加を促していく。  

７.平成27年4月から窓口業務委託を実施し、平日の開館時間を1時間延長したことにより、仕事の帰りや学校の帰

りに余裕を持って利用できるようになり、利用者の利便性が高まった。また、委託後の窓口業務は円滑に行われた。

引き続き、市民の多様なニーズに対応できるよう、従事する職員の資質向上を図っていく必要がある。 
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二戸市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況 

点検・評価分析シート 

 

主要事業 公民館施設の計画的改修 

担当課等 市立公民館 事業名称 ４ 社会教育の充実 

項目名称 (2) 社会教育施設の環境整備－① 

事
務
事
業
概
要 

実 施 根 拠 法 令 社会教育法第20条から第42条 

実 施 方 法 ■直接実施  □業務委託  □補助金交付  □その他（    ） 

事 業 費 内 訳 □国庫補助  □県単  ■一般財源    □その他（    ） 

対象（～に対して） 市民 

目的（目指すべき姿） 施設の適正な機能を維持する。 

事 業 内 容 

（平成２７年度） 

施設修繕・機器修繕や更新 

中央（修繕363・原材料299・備品購入443）、石切所（修繕455・備品130）、 

金田一（修繕357・備品購入87・釜沢分館水道工事1,099）、カシオペア（修繕218） 

②
事
業
実
績
・
効
果 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

事業の実績 1 修繕件数 件 23 20 25 25 24 

2 委託料 件 1     

3 工事請負費 件 1  2 2 1 

4 備品購入費 件 7 1 6 8 13 

事 業 効 果 1 利用者数全館 人  66,538  61,701  58,832  61,755 64,294 

③
事
業
費 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

決  算  額 千円  6,243  1,429  11,227  12,275 3,451 

④
事
業
評
価 

総 

括
（
成
果
と
課
題
） 

１．施設管理については、各館・各分館において施設・設備の老朽化等により修繕が必要となる場合が増えており、

随時修繕を行った。また、緊急性がある場合には関係部署と協議し早急に対応し、施設の安全性・利便性の確保

に努めた。 

 また、公民館の管理・運営に必要な備品等についても、更新・補充を行った。 

＜修繕と改修工事の内容＞ 

・中央（下斗米分館受水槽引柱改修工事・中央公民館男子トイレ大便器小便器修理・二階第二資料室への床・玄

関ホール照明（ＬＥＤに交換）・地上デジタルアンテナ工事・二階和室畳表替え・旧ボイラー煙突解体修繕） 

・金田一（釜沢分館壁床・体育館排煙装置・釜沢分館屋根・体育館暖房機・釜沢分館水道設備設置工事） 

・石切所（受付窓口修繕・事務室床補強修繕・非常口ポーチ修繕(講義室Ａ)・洗面台水道管修繕・電話用配線業

務・電源業務・自動火災報知設備修繕・事務室床換気孔及び外壁修繕・ポーチ改修） 

・カシオペア（暖房器具修理・外壁修理・大嶺分館玄関屋根修理・大嶺分館体育館誘導灯修理） 

＜備品購入＞ 

・中央（サイクロン掃除機１台・モノクロ複合機１台・パンフレットスタンド２台・ガス湯沸器１台・公民館管

理用公衆電話機１台） 

・金田一（電気ポット２・ガス炊飯器２・ガスコンロ１） 

・石切所（ブルーレイディスクプレーヤー１台・公民館管理用公衆電話機１台） 

 

２．公民館運営については公民館運営審議会や利用者の要望等把握し、施設・設備の修繕や更新により、市民が利

用しやすい環境づくりに努める必要がある。  

 また、災害時避難所となることから、それに対応できるよう施設整備も必要である。                                                      

24 



 

二戸市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況 

点検・評価分析シート 

 

主要事業 図書館の整備・充実 

担当課等 図書館 事業名称 ４ 社会教育の充実 

項目名称 (2) 社会教育施設の環境整備-② 

①
事
務
事
業
概
要 

実 施 根 拠 法 令 図書館法第３条 

実 施 方 法 ■直接実施  □業務委託  □補助金交付  □その他（    ） 

事 業 費 内 訳 ■国庫補助  □県単  ■一般財源    □その他（    ） 

対象（～に対して） 市民 

目的（目指すべき姿） 資料の充実、施設・設備の整備に努め、地域における学習の拠点としての機能を果たす。 

事 業 内 容 

（平成２７年度） 

・蔵書の充実 

・図書館システムの活用 

・玄関スロープ修繕 

・児童室照明設置 

・ＡＥＤ購入 

・記載台購入 

②
事
業
実
績
・
効
果 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

事業の実績 1 図書購入（寄贈含む） 冊 4,488 4,832 5,543 5,126 6,139 

2 備品購入 件 25 1 5 3 4 

3 冷温水発生装置改修 式 1     

4 図書館改修工事 他 式  1     

5 外壁・屋根等改修工事 式  1    

6 図書館システム更新 式   1   

事 業 効 果 1 蔵書冊数 冊 79,806 84,638 90,181 95,307 95,746 

③
事
業
費 

区  分 単位 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

決  算  額 千円 49,615 22,371 18,440 10,580 10,001 

④
事
業
評
価 

総 

括
（
成
果
と
課
題
） 

 

１．地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金により、児童書1,576冊を購入し、児童図書の充実を図った。 

 

２．二戸市教育振興基本計画の数値目標である蔵書冊数94,000冊を達成し、また、収容冊数の限界を迎えたことか

ら、利用に適さない図書5,700冊を除籍した。今後も適正な蔵書管理を行うため、資料価値の高い図書の保存と

利用に適さなくなった図書の除籍を行い、引き続き 閉架書庫の保存環境の整備を検討していく必要がある。 

 

３．老朽化した玄関スロープの修繕を行った。また、児童室に新たに照明を設置し 利用しやすい環境の整備を行っ

た。 
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